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研究成果の概要（和文）：本研究成果の中心的な成果として、経験的生命倫理学で用いるデータの規範的重要
性、とくに科学者等の専門家の意見との相対的な重みづけについて、倫理学と科学技術社会論（STS）の知見を
総合しながら体系的に論じたることができた。この試みは類例が少なく、経験的生命倫理学の方法論をめぐる以
後の世界的議論の参照点となることが期待される。当該研究は、応用倫理学・生命倫理学分野の国際誌に投稿す
る予定である。このほか、経験的生命倫理学の理論的背景を探究する過程で、規範倫理学・メタ倫理学など、応
用倫理学に限らない幅広い倫理学分野の研究者との共同研究をおこない、以後の研究に向けて綿密な連携・協力
関係を築くことができた。

研究成果の概要（英文）：A central outcome of this research will be a paper proposing a new 
methodology for empirical bioethics. This paper systematically examines the normative significance 
of data in empirical bioethics, in particular the relative weight of public opinion on emerging 
science and technology compared to that of scientists and experts. By synthesising insights from 
ethics, social theory and science, technology and society (STS) studies, this paper addresses a gap 
in the field and aims to serve as a reference point for future global debates on empirical bioethics
 methodologies. The paper will be submitted to an international journal of applied ethics and 
bioethics by the end of 2024. In addition, in exploring the theoretical foundations of empirical 
bioethics, we have collaborated with scholars from different ethical disciplines, including 
normative ethics and metaethics. This collaboration has fostered strong links and cooperation for 
future research.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、経験的生命倫理学の方法論を体系的に構築し、理論と経験的データの架橋を試みるものである。本研
究における理論的・経験的研究の成果はすべて、国際的な学術論文として発表される予定であり、今後の世界的
な議論の参照点となることが期待される。社会的意義としては、生命科学の倫理的課題に市民や政策決定者の視
点を取り入れることで、より現実的かつ包括的な倫理的判断が可能となる点が挙げられる。具体的には、一般市
民など非専門家を対象とした調査を通じて、個別の新興技術に対する態度を明らかにし、その結果を政策提言に
結びつけることで、科学技術の社会的受容性を高めることができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

2003年、生命倫理学の方法論的転換として「経験的転回」が提唱された。経験的生命倫理学
とは、生命科学が提起する倫理問題に対して、主に倫理学者による倫理理論の探究（理論）と、
倫理学者以外の人々がその問題について実際にどのように考えているかという経験的データの
収集・分析（経験）の双方に取り組み、両者を架橋することで、多面的・包括的なかたちで規範
的な結論を導く学問分野である。近年の先端的な生命科学が提起する倫理的課題は、単に理論的
に興味深いだけでなく、市民・政策決定者・医療従事者などの関係者にとって現に重要な課題で
ある。そうした関係者の視点を取り込むことで、生命倫理学の議論がより現実に根ざした豊かな
ものになることが期待されている。 
これまでのところ、経験的生命倫理学は、英語圏を中心とする欧米各国で提唱・実践されてき
た。しかし、経験的生命倫理学の望ましい研究方法については、こうした欧米各国でも十分に構
築できているとは言い難い。実際には、ともすれば場当たり的に市民の意見を（アンケート等を
通して）収集して倫理理論と組み合わせただけの取り組みも見受けられる。 
市民など関係者の視点を生命倫理の議論に真に取り込み、それによってよりよい規範的結論
を導くためには、第一に、単に経験的データを収集するだけではなく、それが生命倫理学的理論
といかに関係するか、とくに両者の組み合わせにおいて生じる課題や困難を明示する必要があ
る。第二に、これまで経験的生命倫理学は英語圏を中心として実践されてきたが、これを価値多
元社会において適用可能なものとするためには、日本等の非英語圏で実践可能な経験的生命倫
理学を模索したり、それに特有の課題を析出したりすることが求められる。 

 
２．研究の目的 
こうした現状認識を踏まえ、本研究では、経験的生命倫理学が効果的かつ根拠づけられた形で
遂行されるよう、経験的生命倫理学研究の方法論の提案を目指す。具体的には、第一に、主に経
験的生命倫理学研究の先進地域である英語圏を念頭におき、経験的生命倫理学研究にまつわる
既知の理論的・実践的課題を明確化する。第二に、経験的生命倫理学を日本において遂行するに
あたり、これまでの英語圏での実践とは異なる課題や貢献の可能性を明らかにし、非欧米的な文
脈を含む多様な文脈に応用可能な経験的生命倫理学の研究方法論を構築・提案する。第三に、こ
の方法論を主に幹細胞研究の倫理的課題に応用することで、経験的生命倫理学研究の実践例を
提供することに加え、当該分野における規範的な結論を実際に導くことを目指す。 

 
３．研究の方法 
本研究では、以下の三つの方法を採用した。 
（1）学術書・学術論文を網羅的に収録したデータベースを用いて、経験的生命倫理学研究をめ
ぐる実践および既知の課題をレビューする。 
（2）経験的生命倫理学をめぐる主要な問題提起のうち、理論（生命倫理学的理論）と経験（経
験的データ）の架橋を下支えする理論を、主に英語圏における既存の哲学・倫理学的な議論をも
とに明らかにする。 
（3）主に幹細胞研究が提起する倫理的課題について、実際に日本において経験的生命倫理学研
究を実践し、1や 2で検討した方法論的課題と照合するとともに、日本で経験的生命倫理学研究
を遂行する上での課題を析出する。 

 
４．研究成果 
 
（1）経験的生命倫理学における既知の課題 
英語圏を中心とする経験的生命倫理学の既知の課題をまとめた論文を執筆中であり、2024年
度前期中を目標に、生命倫理学分野の国際誌に投稿予定である。この論文では、これまで経験的
生命倫理学を牽引してきた Michael Dunn准教授（シンガポール国立大学）や Jonathan Ives 
教授（ブリストル大学）らが提唱しているベストプラクティス集を再検討し、それらが実際の経
験的生命倫理学研究においてどれほど遵守されてきたか、また実際の経験的生命倫理学研究に
おいてどのような研究上のジレンマが生じるかなどをレビューする。 
このほか、上述の Dunn 教授を招へいした研究会を開催し、経験的生命倫理学が直面する課
題と今後の方策について意見を聞くとともに、今後の密な研究協力に向けた基盤を形成するこ
とができた。 

 
（2）理論と経験の架橋 
本研究成果の中心的な成果として、経験的生命倫理学の方法論を構築・提案する論文を執筆中
である。そこでは、経験的生命倫理学で用いるデータ（新興科学技術等についての市民等の意見）
の規範的重要性、とくに科学者等の専門家の意見との相対的な重みづけについて、倫理学と科学
技術社会論（STS）の知見を総合しながら体系的に論じる。この試みは類例が少なく、経験的生



 

 

命倫理学の方法論をめぐる以後の世界的議論の参照点となることが期待される。この論文は、
2024年度中を目標に、応用倫理学・生命倫理学分野の国際誌に投稿する予定である。 
このほか、経験的生命倫理学の理論的背景を探究する過程で、規範倫理学・メタ倫理学など、
応用倫理学に限らない幅広い倫理学分野の研究者との共同研究をおこない、以後の研究に向け
て綿密な連携・協力関係を築くことができた。 

 
（3）日本における経験的生命倫理学研究の実践例提供 
日本の被験者を対象とする経験的生命倫理学の実践として、幹細胞研究・ゲノム研究・脳オル
ガノイド研究などを実例とした調査・分析をおこなった。 
まず、日本の一般市民を対象に、ヒト iPS細胞から作製した配偶子（精子・卵子）を生殖医療
に用いることへの態度や意見を調査し、結果とその生命倫理学的含意をまとめた。本成果は、国
際誌「Future Science OA」に掲載された。 
また、臨床におけるヒトのゲノム編集に対する日本のさまざまなステークホルダーの態度を
調査・分析した。一般市民の態度と専門家（研究者）の態度の比較、および体細胞ゲノム編集へ
の態度と生殖細胞ゲノム編集への態度の比較を通して、ヒトゲノム編集をめぐる今後の社会的
議論の方向性を提案した。本成果は、国際誌「Frontiers in Genetics」に掲載された。 
加えて、ヒト脳オルガノイドの研究・医療利用に対する一般市民の態度を調査・分析した。本
成果は、国際学会「Society for Philosophy & Technology」にて発表したのち論文を執筆してお
り、2024年度中の投稿を予定している。関連して、科学コミュニケーションの観点から、新興
技術であるヒト脳オルガノイド技術について一般市民に適切な情報を伝える必要性と方策につ
いて提言をまとめ、国際誌「Trends in Biotechnology」にて発表した。 
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